
噴煙を上げる中岳を望む、阿蘇を代表する観光スポットです。
中央の大きな池や放牧された馬が悠々と歩く姿など、絶好のロケーション。
季節ごとに違った表情も見る事ができ、１年を通して多くの人達に親しまれています。

阿蘇山の火口、世界初の活火山で運行されるロープウェイ。
阿蘇山中岳の西側から火口の縁まで、高低差 108ｍを所要時間４分で結びます。
※阿蘇山の警戒レベルが 1( 平常 )のみ運行され、2以上になると運休となります。

中津市街から車で約１５分。菊池寛の小説『恩讐の彼方に（おんしゅうのかなたに）』の
モデルになった有名なスポット。かつては難所で遭難者が絶えなかったこの地を、
江戸時代の僧・禅海はノミと槌だけを使って岩壁を掘り、約３０年の歳月をかけて貫通
させたと言われています。

禅海和尚の像

１日目

日田市の中心にある豆田町は江戸時代に城下町として栄えた「天領」で
今もなお古い建物や街並みが残るエリアです。薬局兼ギャラリー、酒蔵、はきもの資料館
など個性豊かな資料館やお土産屋など、軒を連ねています。

２日目

詳しくは　中津耶馬渓観光協会ホームページへ

詳しくは　熊本県公式観光サイトへ

詳しくは　おんせん県大分「ひた」豆田町商店街オフィシャルサイトへ

詳しくは　阿蘇山上観光ホームページへ

詳しくは　熊本県公式観光サイトへ

大分県豊後高田市は古い時代が息づく町、千年の時を超えて受け継がれてきた文化や
歴史が織りなす古い街並みや伝統など、古きよき時代に触れる事ができる町です。
映画やドラマのセットとして町が利用される事も。

別府地獄めぐり

３日目

詳しくは　別府地獄めぐり公式サイトへ

詳しくは　昭和の町・豊後高田市公式観光サイトへ

※画像は全てイメージです。

北
九
州
市
内

新
門
司
港

２日目 ３日目１日目
１日の走行距離　約１５３ｋｍ １日の走行距離　約１２０ｋｍ１日の走行距離　約１３２ｋｍ
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別府温泉別府温泉

熊本県

耶馬渓　青の洞門　１

日田　豆田町２

豊後高田市９

別府地獄めぐり８

大観峰３

牧ノ戸展望台６
湯布院７

阿蘇山ロープウェイ５
草千里ヶ浜４

横須賀港から横須賀港から

やまなみハイウェイ

耶馬渓　青の洞門
やばけい

文学小説のモデルにもなった名所

レトロ可愛い街並み

標高は936ⅿ。阿蘇五岳を望む事ができるこの景観は「仏の涅槃像」とも例えられています。
秋から冬にかけては神秘的な雲海と出会える可能性も。
お土産店や食事処もあり天体観測のスポットとしても人気です。

３

４

８

大観峰

草千里ヶ浜

阿蘇外輪山の最高峰

阿蘇の代表的な観光地

５
阿蘇山ロープウェイ

～やまなみハイウェイ１～

詳しくは　たびらい大分観光情報ホームページへ

６
牧ノ戸峠展望台やまなみハイウェイの最高地点

～やまなみハイウェイ２～

牧ノ戸峠は、標高１３３３ｍ、やまなみハイウェイで最も高所に位置する峠です。
登山口の対面にある展望台からは、間近に迫る九重連山、遠くには阿蘇五岳が見渡せます。

九重連山

詳しくは　由布院温泉観光協会ホームページへ

７
湯布院

～やまなみハイウェイ３～

豊後富士と呼ばれる美しい由布岳の山麓に広がり、四季折々の自然の風景が旅の疲れを
癒してくれます。個性的な美術館、お洒落なショップやレストランなど特に女性に人気の
スポットです。

千年以上も昔から噴気・熱泥・熱湯などが噴出していたことから「地獄」と称され、
一度は訪れてみたい人気のスポットです。
「海地獄」「鬼石坊地獄」「かまど地獄」「鬼山地獄」「白池地獄」「血の池地獄」「龍巻地獄」
メインの７コースをゆっくり観光してみては。

全国２位の湯量を誇る人気温泉地

一度は訪れたい不思議な景観

海地獄

　　
名物　

地獄蒸しプリン

豊後高田
ぶんごたかだ

９ 懐かしくて温かい昭和の町へトリップ！

血の池地獄

阿蘇の絶景を望む…

阿蘇山ロープウェイのりば

　             名物
　豊後高田そば

まるで宇宙のような
幻想的な　星空が見れることも｡

別府温泉宿泊！

旅の疲れを癒す・・・

阿蘇阿蘇阿蘇 別府別府別府 やまなみハイウェイやまなみハイウェイやまなみハイウェイ

ドライブモデルコース横須賀～新門司を結ぶ

当時走っていたボンネットバス。　          　　 記念撮影も可能！

まめだまち

日田　豆田町散策

https://nakatsuyaba.com/
http://www.hita-mameda.jp/
https://kumamoto.guide/spots/detail/211
https://kumamoto.guide/localguide/area04.html
http://aso-san.com/
https://www.tabirai.net/sightseeing/column/0006175.aspx
http://www.yufuin.gr.jp/
http://www.beppu-jigoku.com/
https://www.showanomachi.com/

